
 

 

 

 
 

令和５年度第 1回弥栄学園運営協議会を、５月２９日（月）に開催し、弥栄学園経営計画

等について承認しました。協議会の内容を報告します。 

 

 

 

 

 

 

       令和 5 年度 弥栄学園運営協議会の主な活動 
 

１ 本協議会は年２回開催する。（５月、３月） 

２ 弥栄学園の幼児・児童・生徒の実態や課題を理解し、弥栄学園経営計画等について承認するとともに、活動

について評価する。 

３ 学校の運営全般について、教育委員会や校長に意見を述べる。 

４ 弥栄町域の教育力の強化のため方策を協議する。 

５ 弥栄学園の行事を参観する。 

６ 弥栄学園保幼小中一貫教育を支援する。 

（１） 毎月１日「おはよう運動」 

・できる範囲で参加する。  ・今年度から「弥栄こども園」も対象とする。 

（２） 吉野小学校の「校内マラソン大会」、弥栄小学校の「校内マラソン記録会」 

・できる範囲で    ・声援と、安全確保に努める。 

（３） 登下校における安全確保 

（できる範囲で、見守りを行う。） 

・通りがかった児童・生徒に「おはよう」「おかえり」と声をかける。 

（４） 各団体代表として、地域の方へも（１）～（３）について協力を呼びかける。 
 

７ 弥栄学園の教育活動を広報する。(運営協議会だより、保幼小中一貫教育だより、ホームページ等) 

第１回運営協議会の様子 

室田邦枝   吉岡正俊  起須周平 

副会長     会長    副会長 

弥栄こども園・吉野小学校・弥栄小学校・弥栄中学校 保幼小中一貫教育HPもご覧ください。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/yasaka-jhs/cms/＊お気付きの点・ご意見がございましたらご連絡ください。 

 

 

弥栄学園運営協議会だより 
令和５年６月発行 第１号   弥栄学園運営協議会事務局（弥栄中学校内） 

http://www.kyoto-be.ne.jp/yasaka-jhs/cms/


 【運営協議会の概要】※会議の内容を１ページに要約しました。 

 
＜吉岡会長 開会あいさつ＞ （一部抜粋） 

こども園、小学校、中学校ともに新年度が始まり２カ月が過ぎました。そろそろ新しい環境にも慣れて

きた頃ではないでしょうか。「学園」という言葉が京丹後市に登場してから、ほぼ１０年近く経ってきまし

た。そろそろ「学園」が、広報などにより市民の皆様にも伝わってきているのではないかと思います。我々

地域の者、関係団体の皆様が、この学園（保幼小中一貫教育）を支えていくことは、とても大切です。限

られた時間ではありますが、実のある会議になりますようお願いします。 

＜協議事項＞  

 

➀文化協会弥栄支部の廃部に伴う会則一部改正について ②運営協議会運営要綱について ③学園経営

方針・組織体制、教育計画について ④学園各園小中学校の取組について ➄年間計画について 

 上記➀～➄について、事務局、こども園長、吉野小学校長、弥栄小学校長、弥栄中学校長が提案し、承

認されました。  

 その後、小グループで意見を出し合い、最後に出された意見について全体で交流しました。 

＜委員より出された意見 一部抜粋＞ 

〇吉野小学校の卒業生です。今年度で吉野小学校がなくなります。「その名も

吉野小学校」の校歌が歌えなくなると寂しい思いがします。しかし学園で子ど

も達が仲良く勉強できるのも、１つの進歩だと思います。地域の皆さん、先生

方、一緒にがんばってよい子ども達を育てましょう。〇この１年、吉野小学校

と弥栄小学校が一つになることが一番大きな課題です。小さい学校がいいか？

大きい学校がいいか？それぞれ長所も短所もあります。次年度はこども園、小

学校、中学校が一つずつになります。運営協議会として応援し、みんなでよくしていきたいと思います。

〇次年度登下校時、吉野小校区はバスが出るだろうと聞いています。溝谷は一番遠くて、暑い夏、寒い冬

の通学が大変です。暑い夏、寒い冬だけでもバスで通えないだろうかと思います。（どこかにラインを引か

なければならないと思うが）〇溝谷は通学距離が長くて、途中でトイレに行きたくなる時もあります。そ

のような時に、トイレを使わせてもらいやすい状況を作り出せるとよいです。〇吉野小学校、弥栄小学校

の「学校づくりの話」が始まりました。〇中学校の生徒数が９９名ということを聞いて、人数が減ってき

て、ショックでした。〇溝谷では転入者もあります。是非、子ども、人口を増やしたいです。移住促進計

画を作ればという話も出ました。〇小学校の登下校中に不審者が出るので、その情報共有がありました。

それにかかわり、登下校の見守りをもう少し注意しなくてはいけないのではないかと思います。〇小学校

の保護者として、地域の皆様が見守りをして頂き、またその情報をこの場で共有して頂き有難いです。〇

小学生は帰宅後どういう風に時間を使っているのかという話をしました。地域の中で子ども達の声が聞か

れなくなっています。子どもの数が減ったり、家の中でゲームをしたりしているからでしょうか。〇外に

遊びに行くとき、私の小学生時代は、和田野から溝谷には、ルールとして自転車ではいけなかったと思い

ます。今は、一定の学年になると行けるようです。移動距離が長いので、その中での交通事故、不審者が

心配になります。見守り、声かけが大切になります。〇毎月１日、あいさつ運動・おはよう運動をしてい

ます。この取組が「地域ぐるみ」につながるとよいと思います。 

 

＜梅田オブザーバー＞ （一部抜粋） 

学校運営協議会は、今求められている「地域とともにある学校」を目指す上で、要となる組織であると

考えています。この「地域とともにある学校」を目指すために、子どもを中心におき、まずは、こども園、

学校のことを知っていただくことが大事であると考えています。その上に、子ども達がこれからの社会を

生き抜くために有意義なものになりますよう委員の皆様のお知恵をいただければと思います。本年度１年

間お世話になります。どうぞよろしくお願いします。 

 

＜室田副会長 閉会あいさつ＞ （一部抜粋） 

  

夜分お疲れの中、お集まりいただき有難うございました。先ほど各グループで話さ

れた代表的な意見を発表して頂きましたが、いろいろと内容の濃い意見が出されたと

思います。子ども達の人数が少なくなっています。大事な子ども達ですので、地域み

んなで見守って行きたいと思います。みなさん、どうぞよろしくお願いします。 


